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特集学術情報へのアプローチ

わたしと情報
その周辺的背景

はじめに

個人レベルでの情報要求・収集・処理につい

て、より具体的内容は、他の執筆者が書いて下

さるものとして、拙稿は、情報に関する一般論

ないし序論程度に留めたい。

まず「情報」(10fwmatio")の定義であるが、

もともと"有用なもの"という前提がある。ま

た必ずしも系統的なものではなく、断片的、耳

からの知識をも意味する。しかしながらここで

は原則として「学術情幸&」ないし「研究情報」

を"広義に"把えたものとして考えたいそし

てさらに今日、情報の形態そのものが、極めて

多様化したものであり、情報収集の方法、それ

らの蓄積や検索の方法、さらには利用の形態も

大いに異なるものであることも予め心に留めて

おいてもらいたい

情報整理さまざま

10年は'かり前に、広報課からの依頼で学生諸

君向け『同志社大学通信』(NO.4D に、ファイ

ル資料とファイリング・システム、そして力ー

ド・システムをテーマとした「情報整理学のす

すめ」なる、いささか気取ったタイトルのもと

に、情報を効率的に収集・整理してレポートや

論文を作成するためのノウハウを書いたことが

あったファイリング・システムは、戦後米軍

関係のオフィスでヴァーチカル・ファイリン

グ・ケースなどが多用されていたこともあっ

て、わが国の企業や官庁、図書館などで情報の

整理、保管そして迅速な資料の検索、提供ない

し利用のために日常業務の中で広く用いられて

きたこのシステムは、個人レベルでの情報処

理としても大変便利なものであった。

一方、カード・システムは、カードのもって

いる1予性や利点を生かして、ノートに記入・記

録すべき調査研究の結果としての情報を力ード

に記入して、それを一定の体系のもとに整理し

て活用される。筆者が、今から20年ばかり前に

米国に留学中、教授やクラスメートたちは、カ

ラフルなB6版の色力ードを多用していた^

私自身、クラスや図書館で"情報"をせっせと

記録媒体の多様化

ところで上記の情報の形態であるが、例えば、

米国におけるスクール・メディア・センターで

は、今から 5年も前のガイドラインで、コンパ

クト・ディスク、 CD・ROM、ビデオディスク、

光ディスク、ビデオテックス、コンピュータ・

ソフトウェア、対話式ビデオ、そしてケーブル

や衛星を利用しての通信などは、今やコレク

ション(つまり"情報")の一部となっており、

従来の図書、手書き写本、報告書、マイクロ資

料、マルティメディア・パッケージ、標本、模

型、オーディオビデオ録音・録画資料、フィ

ルムストリップ、スライド、 16mmフィルム、

コンピュータ・ディスクなど、伝統的な考えの

資料にとどまるものではないと明記している

(1988 ・ ALA干ID。このようにして、われわれ

の周囲には、印刷メディアと非印刷メディア(聴

覚的、視覚的及び電子的方法で蓄積された)が、

情報基盤となっていることに着目されたい

渡辺信
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色力ードに書き込んではレポートやテストに備

えた。わが国において、カードによる情報の処

理は、かつて梅棹忠夫氏の著書『知的生産の技

術』(岩波新書 1969年刊)でつとに有名である

そして現在では、それらは電子的媒体による情

報処理に移行してきた。(あえて"機械による"

情報検索と言わずとも、「情幸財貪索」と言えぱ、

コンピュータによるオンライン情報検索を意味

するようになって久しい。)ただそれらが、余

り大量でない、限られた個人レベルでの情報処

理にとどまる場合には、現在でもファイリング

カード・システムが大切に使われている同

種のものとして、学内の文房具売場での、各種

図館の目録検索コーナー(今出】川

のファイルやフフイルポックス、ホルダーのた

ぐいが、それである

大の情報の中で・・

ひと頃、ニューメディアの時代、"情報の爆発"

Information Explosion)なるコトバが頻繁に

用いられ、それが記録媒体の多様化へと結びつ

いたところから、大量の情報を瞬時にして検索

できるシステムが発達してきた例えぱ文部省

共同利用機関・学術情報センターのNACSIS・1R

であるとか、世界最大のデータベースを有する

DIALOGなどは、本学でもおなじみであり、大

量の情報を効果的に検索できるという意味で、

CD・ROMの活用も大いに期待されるところであ

る(それらは、当『センター報』で詳細に紹

介されており、熟読をおすすめする)

情報入手のためのアプローチ/姿勢

次にどのような姿勢で「情報」に接すべきか

という(編集者からの)質問であるが、これは

むしろ自分の研究専門領域の特性から判断さ

れるべきであろうまさにケース・バイ・ケー

スである。

例えば、(用いる)「情報源」そのものについ

ても、図書を主体としているか;それとも図書,

よりも(情報を少しでも早く入手できる)雑誌

(図害館用語では「逐次刊行物」)を主たる

情報源としているか(理工系

の研究者によっては、一刻も

早く情報を入手する上で、ひ

と頃"プレプリント"を最重

要視した。);また情報(資料)

は、この数年間の新しいもの

に限定するのか;それとも古

い情報(資料)も(が)必要

なのか^

また情報を入手する際にそ

の対象として、(一般に少数派

と思われるが)個人の情報(蔵

書)だけが対象となるのか(極

端な話、指導教授の研究室に

ある主要著書を提示しても

らって、それを借用して卒論

図1 新刊発行点数の推移

作成。
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やレポートを執筆する学生もいる!?);在籍す

る自分の大学の図書館(のみ)をフルに活用す

るケースであるか;さらに他大学の図書館や都

道府県立の中央図書館、国立国会図書館を直接、

訪ねたり、あるいは在籍する大学の図書館を通

してルL (相互貸借サービス)を活用するケー

スなどー・。(これら情報に接する際の個々の対

応の仕方については、具体的に詳述すべきであ

ろうが、紙面の関係から省略する)さまざま

な状況により、「情報」への接し方が異なって

くる。言わずもがなのことではあるが、上述の

事柄は、あくまでも専門領域のちがいから生じ

る較差の問題であって、決して情報に接する場

合の巧拙のちがいではない。ただし、極端な例

であるが、情報を入手する際に、街の本屋さん

へ行ってやみくもに店頭を探しまわる人がいる

が、その愚は避けてもらいたい出版部数と小

売店数との関係やその他の要素を考えるならば、

これ程でたらめ女情報の探し方はない筈だが、

学生諸君が往々にして犯すあやまりであり、こ

れは"拙"の部類に属するといえよう

情報収集/処理能力の向上

同同種の専門分野での情報検索に関して、

その情報収集処理能力については、学生諸君

によって巧拙の格差に開きがある。これは得て

して、 4回生になって卒論との関係で図書館を

利用する段階で、その優劣が歴然としてくる

本学の学術情報センターが提供する情検

索サービス(両校地図書館共通):

オンライ'・データベー ノ'、

◇文部省共同」用機関

ACSIS-1R

文学研究料館データベース

◇商用データベース

日経ニューステレコ/

DA O

オフライン・データベース系

◇CD・ROM関系

リーガル・ベースその

(学一情報センター報 0.参照)

レファレンス・コーナー(今出j川

(その場合、有料のオンライン検索であるなら

ば、使用料金が著しく異なってくるから、代行

検索でもない限り、skⅧSの優劣は看過し得な

い。)その結果、 1回生のときから図書館を頻

繁に利用すべきであったと後悔するにいたる

その意味で、学生諸君は本学の学術情報セン

ターを日頃から大いに利用すべきであり、また

米国やわが国の慶應義塾大などの例にみられる

ように、「図書館利用教育情報処理」注の授

業が必要になってくる。先に筆者が『びぶりお

てか^同志社大学図書館報』(NO.25)で提言

したように、この種の授業はあえてレファレン

ス担当のスタッフが起用されるべきであるそ

れと同時に日頃、本学の教員や学生諸君の情報

要求に関する一連の行動について、大がかりな

調査が必要だと思われるそのことにより、図

書館側が情報提供サービスをより高質の、しか

もきめの細かいものにすることが可能となり、

より優れた"学術情報センター"が期待される

からである。

(注.個人的レベルの情報処理に重点を置き、

情報・情報源の種類と特性、情報の収集法、

入手法、図書館その他の情報機関の利用法、

文献やデータの整理法、レポートや論文の作

成等について考察。一方、学生は各自最も関

心のあるテーマを選び、講義の流れに従って

各自のテーマについて情報処理の演習をしつ

つ、最後にその結果をまとめてレポートを提

出する)

(わたなべしんいち・文学音酵対劉



特集学術情報へのアプローチ

社会科学を学ぶとき、日頃新聞に掲載される

記事などにも目を通し、そこに現われている現

象を意識して読み解こうという努力も必要であ

る。以下に、経済現象を取り上げ、社会科学に

おけるデータの重要性を述べてみたい

GNPとは

3月13日付けの各紙の経済欄には、昨年]年

間(平成4年)の名目国民総生産は469兆円、

実質国民総生産は424兆円、その名目の成長率

は3.8%で実質の成長率は1.5%で、景気後退は

長期化の様相を呈すると報じられているその

紙上の国民経済計算表と日本経済についての詳

細な報道は、一昔前までは経済新聞だけがコメ

ントする程度であったが、今や全く様変わりで

ある

経済学とデータ

財・サービスは企業には投資財として、家計(消

費者)には消費財として、さらには政府部門か

ら、海外からも需要されるしたがって、 GNP

の水準はそれらの需要の大きさ(=国民総支出)

によって左右される。

もちろん、その需要を充足させるには所得が

必要であり、資本、労働、土地のそれぞれの対

価である利子・配当、賃金、地代がその所得の

源泉となる。これらの稼得された所得(=分配

国民所得)は国民総支出と一致する。

以上より、一国の経済はGNPの生産面からだ

けでなく、分配、消費の側面からも捉えられる

J二^^ 1早

肌歓

佃佑韻

゛込辱

河 孝

景気後退を報じる新聞各紙(3/13付)

それではGNPの]つのデータから、どのよう

なメッセージが得られるのだろうか。まず、国

民総生産(GNP)はマクロ経済学のテキストを開

けぱ、必ず最初に出てくる専門用語である。

GNPとはある一国で、一定期間(通常は 1年)

に生産されたすべての財・サービスの正味(付

加価値)の総計を表わす理論的には、 GNPそ

れ自身はその国に存在する資本、労働、士地、

技術等によって生産されるその生産された

碑'"

2つのデータの必要性

GNPには名目と実質の 2種類ある。本来、貨

幣という物差しが不変であれぱ、名目と実質は

同じになり、前年のGNPと今年のGNPとを直接

比較することができる。しかし、現実は貨幣と

いう物差しが伸びたりするので、前年と今年の

経済の実態とを単純には把握できないことにな

る通常、貨幣による水ぶくれ部分(=物価上

昇を除去するために、名目値を物価指数で割

ることをデフレートといい、その物価指数をデ

フレーターという。例えば、昭和60年を100と

する総合的物価指数が、今年はⅡ0.5であれぱ、

469兆円÷1.105=424兆円を得る。 60年の基準

年に基づく平成4年の実質GNPは424兆円とな

り、 45兆円が物価上昇による水ぶくれ部分とい

うことになる

また、国民総支出は民間最終消費、投資、政

府支出、輸出、輸入からなるが、とくに輸出一

輸入は貿易収支と呼ばれる。この貿易収支が黒

字で、しかもそのうちの約30%が対米黒字であ

る。これだけでも、経済摩擦の引き金となるが、

問題は黒字幅が前年に比べて増加したかどうか

である。いま、その黒字幅が10億ドル増加すれ

ばどうか。米国内で日本のものがよく売れて、
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米国のものが売れなかった結果であると言えば、

それまでである。しかし、それではなぜ経済摩

擦か。全く単純に考えて、米国の平均年収が3

万3千ドル程度とすれば、いま、 10億ドルあれ

ば3万人以上の雇用機会を創出することができ

るそうであれば、米国は黙っていないであろう

多数のデータの必要性

第 1次オイル・ショック時のように、 GNPが

対前年に比べて減少すれば、 GNPの生産に必要

な資本、労働、士地、技術などにどのような影

響を与えるのか。 GNP生産の減少はそれらのい

ずれか、あるいはすべてが減少した結果である

したがって、それらへの対価も減少し、所得も

支出も減少することになる。資本の減少は遊休

な生産設備として、労働の減少は失業率の上昇

という形で表面化してくる。

そこで、資本、労働、士地などの減少もなく

完全利用された場合に生産できたであろうGNP

(=潜在GNP)と、現実のGNPとのギャップが

生ずることになる潜在GNPがそのGNPと一致

する保証はないすなわち、その潜在GNPが現

実のGNPを上回れぱ、インフレを引き起こし、

それが下回ればデフレを引き起こす。単純に言

えば、景気循環は必然的である。

当然ながら、こうした景気循環をできるだけ

軽微にすることが、国民経済全体として望まし

い方向であろう。そうするには、潜在GNPが現

実のGNPにつねに等しい、あるいはほとんど等

しい状態にすることであろう。どうすれば、そ

のようなことが可能となるであろうかここに、

政府あるいは金融当局による政策介入の根拠を

見い出すことができょう

しかし、実際、それらの政策がとられていて

も、好・不況を経験してきた。過去の景気につ

いて大雑把な特徴や傾向を知るために、長期間

のデータが必要となってくる。図 1 に示されて

いるように、過去の実質GNPの成長率の系列を

とれば、日本経済が不況といわれたのは、第1

次オイル・ショック以前では成長率が6 %前後、

それ以後は3%以下の場合である。明らかに、

昨年の日本経済は不況であった。

今後の日本経済

それでは、今後の景気を占う意味で、ここ最

近の民間消費、投資、政府支出、輸出などのデー

タをもとに、今後の景気動向について予測して

みよう(表1参照)。民間消費は現在低迷して

いて、急娚1に増加するとは思われない。政府が

思い切った消費刺激策、例えぱ大幅な減税をす

れぱ話しは別である税収が伸びない時に減税

をすれぱその不足部分を国債で賄わなくてはな

らない。政府は大量の国債の存在と政治的な理

由(野党が減税を提唱し、それを勝取ったとい

う選挙宣伝)で減税に消極的である。

つぎに民間投資について、公定歩合が戦後最

低の2.5%になっても、依然として設備投資は

低調である。というのは、一般的に金利が落ち

れぱ投資が増えるといわれているが、

金利を低下させても、一向に投資が増

えないケインズは『一般理論』で、

このような経済を「流動性のワナ」の

状態にあると呼び、1930年代の英国経

済がまさにそのような状況にあるとし

た。現在の日本の経済情勢は金利と投

資の実物経済からみれぱ、まさにケイ

ンズのいう「流動性のワナ」の状況で

あると言えようただし、 30年代には

大量の失業が存在したが、現在はほぼ

完全雇用の状態にあるという点が大き
4 (年)
く異なる。

政府支出の拡大はどうかと言えば、

成長率(%)

12

9

図1

6・

実質GNP成長率の推移(対前年比%)

3

0
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(昭和)

(料)軽済企画庁「国民経済計算年報」
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巨額な赤字国債の存在のため、せいぜい公共事

業の前倒し程度で多くを望めない。

最後に、現在の景気を支えている主要因は輸

出であるが、これが伸びているから、実質成長

率が1.5%に踏み止まったといっても、過言で

はないだろう。しかし、さらに輸出の増大が貿

易収支の一層の拡大につながれば、再び、対米、

対ECとの経済摩擦が再燃する。それを防ぐに

は内需拡大ということになる消費も投資も低

^1

調で、今以上の政府支出も輸出もダメ明らか

に、政府が何もしなければ、内需拡大はお題目

だけになり、 7月のサミットでは非難されよう。

いまや政府は公定歩合の引き下げだけに頼ら

ず、なんらかの手を打つ時期に来ている所得

減税と消費税の導入との組み合わせが円高不況

を克服できたように、大幅な減税を直ちに実施

すべきであろう。

(かわいのぶたか・経済学部教授)
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本学のオンライン目録検索は、学術情報セン

ターが発足した1991年4月から、従来のライン

モードによるコマンド方式に代わって画面誘導

方式のオンライン目録検索システム①0ORS)

が利用できるようになりました。このDOORS

により、誰でも簡単に、しかも複数の人が同時

に様々な場所で図書資料の検索をすることが可

能になりました学術情報センターでは、さら

にOPAC (オンライン閲覧用目録onlme public

ACN鈴 C飢田og)としての機能を高めるため、

学術情報関連業務全体の有機的なシステム化に

向けて、新学術情報システムの開発に取組みま

した

1991年秋より開発に着手してきました新学術

情報システムのうち、目録検索システム、目録

作成システム、貸出・返却システムが本年4月

より稼動しましたのでその概要をオンライン目

録検索システムを中心に紹介{"ます

DOORSが開く情報の世界
一新オンライン目録検索システム稼働

誌データ詳細・所在表示画面

今出川図書館、ラーネッド記念図書館、各部

科の順に上から下へ表示されます。

3 DBMS (DataBase Management system)を採

用することにより、りアルタイムで詳細な所

蔵情報(所蔵部科、配架場所、貸出中、製本

中等)を画面(図2)で確認できます。

④初期画面(図 1)の「分類」入カエリアに、日

本十進分類法第8版の分類記号を入力するこ

とにより、全ての図書が検索できます

⑤旧字体を使った書名の検索において、新旧、

いずれの字体を入力しても検索できます以

前は旧字体を使った書名を、新字体で検索す

るとヒットしませんでした

⑥各巻に書名がある図書は、双書名(シリーズ

名)からも各巻書名からも検索できます

8500425825

85004747卯

8110061286

9320011152

9210017フフフ

新DOORSのおもな特徴

1ラーネッド記念図書館と全学の図書情報を和

書と洋書のデータベースに統合しました。図

書を検索する際、和・洋の切り替えだけで、

全学の所蔵情報を一覧できるようになりまし

た。ロシア語の資料は洋書で検索できます。

2 「書誌データ詳細・所在表示画面」(図2)が

見やすくなりました。書誌情報と所蔵情報の

表示を画面の上下に分けました所蔵部科は、

図I DOORS初期画面

配架場所状
開架
開架

EC

出中
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検索できる資料のタイトル数とファイルの更新

ラーネッド記念図書館と全学の書誌情報を

ISBN (国際標準図書番号)、書名、著書名、出

版者等をキーにして重複調査を行いました。こ

の結果、約50,000タイトルの重複していた書誌

を統合しました。こうして、検索対象データベー

スの面でも、図書および逐次刊行物と,各々の

中にある和書・洋書のデータベースが容易に検

索できるようになったことで、ユーザ・フレン

ドリーなOPACが構築できました

①図書

原則として、]964年4月以降受け入れのもの

図2 DOORS 誌データ詳細・所在表示画面

1.図館におけると研究:大学生のための入円書ノ小林矩子著
2.大学生と図館/日本図館研究会編天理:日本図館研究会,
3.図館における調査と研究:大学生のための入円書/小林矩子
4.大学生と図館/日本図書館研究会編天理:日本図書館研究会,
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で、1993年3月現在で約510,000(和書310,000、

洋書200,000)タイトルが検索できますファ

イルの更新は毎週行います

2逐次刊行物

本学所蔵の全ての逐次刊行物が検索できます

1993年3月現在で、約23,000 (和書15,000、

洋書8,00のタイトルが検索できますファ

イルの更新は3週間ごとに行います

3日販新刊情報

日本国内で約半年から1年以内に出版された

図書がすべて検索できます(コントロール十

PFI)ファイルの更新は毎週行います

検索方法(図館以外)

学内すべての端末から検索できます。オンラ

イン画面でDOORSと入力してから実行キーを

押すと、初期画面が表示され検索が可能となり

ますなお、終了はPFⅡキーを押してくださ

し、

たは販売したものは和書扱いです

則として洋書扱いです

ラーネッド記念図館の請求記号

ラーネッド記念図書館開館以降1992年12月ま

で受入の図書には、独自の請求記号が付与され

てきましたが、今後受入の図書は全学共通請求

記号を付与します。なお、分類はすべて日本十

進分類法第8版による分類です

新規入力部科

1992年4月より、アメリカ研究所、アメリカ

研究科の洋書の入力を開始しましたまた、本

年4月からは、人文科学研究所、 EC資料セン

ターの新規受入図書資料の入力を開始しました

これにより全学の図書資料が検索対象となりま

した

新目録作成システム

1990年4月より、文部省の大学共同利用機関

である学術情報システムに参加し、 NACSIS・

CAT (NAtional center for science lnformation

旦ystem cATalog)利用による目録作成システム
を運用しておりますが、これらの機能をさらに

高め、またNACSIS・CATに登録できない同志

社大学独自のデータの作成を可能にするための

システムを開発しました。これらにより書三桝惨

正、複本入力、除籍等の目録データ管理が画面

上で容易にできるようになりました

その他は原

遡及入力

1964年4月以降1982年3月までに受け入れた

新分類図書約230,000 (和書119,000、洋書

Ⅱ1,000 タイトルの図書について、 1991年度

より遡及入力を開始しました。1993年3月現在

で和書80%、洋書50%を入力済で、今後2年以

内に新分類図書すべてを入力する予定です

オンラインによる目録検索は、カード目録に

よる検索と異なり、正確な書名、著書が判明し

ていなくても、単語単位での多様なアクセスポ

イントから全学の図書資料、逐次刊行物を検索

できます情報化時代の新しい検索ツールとし

て多くの利用者が有効に利用されることを期待

します

新貸出・返却システム

ラーネッド記念図書館と今出川校地図書館の

貸出関連システムを統合しました。また図2に

ありますように、貸出中、修理中などの「状態」

表示や、開架、閉架等の「配架場所」表示など、

閲覧関連情報をりアルタイムに目録検索画面に

表示できるようになりました

非図資料

1992年4月より、ビデオテープ、レーザーディ

スク、オーディオテープ、音楽用CD等の「非

図書資料」の入力を開始しました。日本語のタ

イトルを持ち、日本の製作会社または販売会社

が作成したもの、外国系の会社でも、日本名の

支社名をもつ会社が日本語のタイトルで作成ま



大学生になって、クラスやゼミでの研究発表論文やレポートの作成のために資料を集めよう

とすると、利用したい学術資料の範囲がこれまでに利用してきた「図書」の範囲を大きく超え

ていることに気付き、戸惑いを感じられたことがあるのではないでしょうか。

研究対象に何を選び、どのような観点で資料収集をするかと言う方針が立っても、次の段階

になって、求める資料がどこに有るのか、どのようにして探し、入手することができるのかが

意外とわかっていないものです。

この連載では、学術情報センターが提供している学術資料の世界を図書・雑誌などの印刷物

だけでなくデータベース、 AV資料、 CD・ROM、マイクロフィルムなどの資料も含めて、学術

資料をさがす着眼点や利用、入手方法などについて紹介します

資料は大きく分けて、一次資料と二次資料が

あります。聞きなれない用語だと思いますが

一次資料とは

利用者に情報を提供するため刊行・イ乍成さ

れたオリジナルな資料で、単行本、雑誌、

新聞、論文集、議事録、判例、統計書、年

鑑、図画、ビデオテープ、録音テープ、マ

イクロ資料、磁気テープなどの類

二次資料とは

一次資料への案内・手引きとなる目録、書

抄録、索引、図書解題などの類。大別茎士
1事し、、

して図書目録、雑誌目録、文献目録などの

書誌と雑誌や技術りポートなどを対象とし

た抄録・索引誌などがある。刊行形態は冊

子体が多いが、最近ではコンピュータによ

る情報検索ができるものもある

(最新図書館学事典草野正名編より)

資料収集には二次資料をいかにうまく利用し

て膨大な資料の中から目的の資料を探し出すか

がポイントです具体的な例により資料収集の

方法を見てみましょう

書館もしくは書店で r複合不況」を入手した。

この場合「複合不況」という一次資料を"書評"

という二次資料を利用1,て探したことになりま

す

新刊案内、書評など身近にある二次資料を利

用すると書架に並んでいる図書の中から次々に

探していくのに比べてずっと多くの情報を簡単

に得ることができます。新刊本だけでなく、過

去に出版された多くの図書から資料を探すため

に各種の二次資料があります。

r日本著者名総目録」「翻訳図書目録」「国立

国会図書館蔵書目ε剥などの総合的な目録やr国

史文献解題」「人物文献目録」「伝記・評伝全情

報」「法学文献総目'調 r日本民俗学文献総目ε剥

「写真集全情報」「英米文学研究文献要覧」「現

代日本文芸総覧」などテーマ別の文献目録が出

版されています。

これらの二次資料は025~028に分類され、今

出川は参考図書室、田辺は参考図書・雑誌室に

配架されていますので、手に取って見ることが

できます

具体的な例でみると、経済問題、特に現在の

不況について書かれている図書が読みたいと

思っていたところ、新聞の害評欄で数点の現在

の経済問題について書かれた図書の紹介があり、

その中から「複合不況」という図書の内容が読

みたいと思っていたものと致しメ'そこで図



「国連平和維持活動について」レホートを作成

する

一番簡単な方法は今まで新聞やテレビの報道

などで知った知識によりレポートを書くことで

す。しかしこの方法はよほど関心を持っていた

問題でないかぎり感想文ならともかくレポート

や論文を書くとなると困難でしょう。

やはり資料がないとレホートが書けないとな

るとどうするか。図書館に行って書架に並んで

いる図書を見渡して適当なものを探す方法を思

いつくでしょうでも開架閲覧室には今出川約

7万冊、田辺約10万冊の図書があります。もち

ろん分類別に配架されていますので、該当する

分類を分類表で調べて目的の書架に行くことは

可能です。しかし館内で利用中の場合や、貸出

中で書架に無い場合もあり、また一箇所に分類

されてぃるとは限りませんので確実に探せる方

法とはいえません。運良くみつからない限り書

架の回りをうろうろする結果となりがちです。

そこで目的の資料にたどりつくためには、

次資料といわれる資料類を利用することがより

多くの資料を早く確実に探し出せる有効な方法

なのです

録」「国立国会図書館蔵書目録」などで探すと、

どのような資料が出版されているかがわかりま

す

今までの検索は図書資料のみの検索でしたが、

最近の話題となると雑誌や新聞の記事・論文が

レポート作成には役立ちますこれらを探すに

は雑誌記事索引誌、個々の雑誌の総目次・総索

引、日経テレコンによる新聞記事検索などによ

り雑誌・新聞の記事・論文が探せます。

国連平和維持活動に関する雑誌記事は「雑誌

記事索引人文科学編」の"国際関係"および

"国防・軍事"の項目で「国連の平和維持活動と

日本の参加協力」(法学セミナーNO."3)rpKO

協力法案とは何か」技術と人間 20(Ⅱ))などを

みつけることができます次にこれ等の記事を

掲載している雑誌が同志社大学で所蔵している

かをオンライン検索で調べればよいのです

新聞の記事を探すには日本経済新聞社のデー

タベースを利用する"日経テレコン"で検索する

と、これまで縮刷版の目次を利用して探してい

たよりもずっと早く記事を探すことができます

このように所蔵目録、文献目録、雑誌記事索

引誌、新聞記事オンライン検索などの二次資料

を利用すると、一次資料のみを見て探すよりも

短時間でより多くの資料を探し出すことができ

ます

まず一番手近な二次資料としてオンライン目

録検索を利用しましょう。同志社大学所蔵資料

を調べるときはDOORSで検索します。レポー

トのテーマから国連・平和・維持・活動・PKO

などの単語がキーワードとして利用できます。

これらのキーワードを単独または組み合わせて

検索すると r国連平和維持活動」rpK0問題の

争点」「国連とPKO」などの資料が見つかります

もちろんどこに分類されているかも判りますの

で資料にたどり着けますまたみつかった資料

の巻末などに掲載されている参考文献も次資

料として利用できます。

これでも満足する資料が見つからなかったり、

もっと多くの資料を探したい場合があると思い

ますオンライン目録検索では同社大学で所蔵

している資料しかわかりませんが、文部省学術

情報センターの情幸財貪索サービスNACSIS-1R

で検索すると全国主要大学での所蔵資料がわか

りますまた「出版年鑑」や r日本件名図書目

しかし二次資料を利用して探した資料が全部

同志社大学で所蔵しているとは限りません。も

し所蔵していない場合は、他大学の所蔵を調べ、

紹介状により閲覧をするなり、文献複写申込に

より資料を入手することができます

最後に、資料はたくさん集まったがどのよう

にレホート、論文を書けぱ良いのかわからない。

こんな場合もオンライン目録検索によりレポー

ト論文の書き方の資料を集められます。

まず、 DOORS でデータベースを厄^
匠i習にして検索します書名の項に『REPOTO
KAKIKATA および RONBUN KAKIKATA』の二

言△
とおりを入力してみてください。レポート・

文作成に役立つと思われる資料が表示されます



テープライブラリー所蔵ビデオリスト

今回は、当センター(視聴覚室)のテープライブラリーで所蔵している外国語関連以外のビデオ

資料を紹介します視聴は両校地のテープライブラリーでできます貸出はできません(授業への

貸出は可)

示教

釈迦とその弟子たち

聖書の世界 6巻

歴史、紀行

世界史体系 15巻アホロン)

映像でつづる20世紀世界の記録 30巻

旧本ビクター)

藤ノ木古墳 1巻律畑酌

発掘・吉野ケ里遺跡]巻(NHK)

映像でつづる昭和の記録 32巻佃本ビクター)

カラー秘、録太平洋戦史 23巻

(パック・イン・ビデオ)

ベトナム戦争 7巻(TDKコア)

イギリス革命とフランス革命シリーズ 5巻

(ジエムコ)

アメリカの独立シリーズ 5巻(ジエムコ)

ソビエトのいちぱん長い日 1巻侍文配)

未来への遺産 15巻(NHK)

新世界紀行 32巻化、クター)

シルクロード 30巻(NHK)

田中共同耳財羽シルクロード 24巻(NHK

海のシルクロード 12巻(NH島

大黄河 10巻(NHK)

インドこころの旅 3巻(NHK)

世界を動かした人びと文化人編 6巻(丸善)

12巻(NHK)

(ミルトス)

自然科学

ナショナル・ジオグラフィック・ビデオ 30巻

(TDKコア)

アインシュタイン・ロマン 6 巻(NHK)

銀河宇宙オデッセイ 8巻(NHK)

地球大紀行 12巻(NHK)

エイズの知識と対策 1巻停頬ι)

電子立国日本の自叙伝 4巻(NHK)

芸術・芸能、スポーツ

美術のみかた 10巻田経映像)

毎日世界美術館 12巻(毎日映画社)

ルーブル美術館 13巻(NHK)

美の殿堂・オルセー美郁徐官 7枚[LD](NHK)

マルチェロ・マストロヤンニのフイレンツェ・

ルネサンス 6枚[LD](NHK)

日本の美 12巻田経映像)

NHK美のこころ国宝名鑑Ⅱ巻

綜合教育センター)

日本の美 5巻(NHK)

Tho BBc sh敏部Pe町e[シェークスピア劇] 8 巻

(NHK)

鑑賞入門:能、狂園、歌姪伎 6巻

(アポロン)

日本古典芸能体系 25巻(日本ビクター)

名人の面影]0巻(NH圃

NHK日本の伝統芸能 20巻(NHK)

体系日本歴史と芸能 14巻(日本ビクター)

通し狂言仮名手本忠臣蔵 7巻(キ針ケ)

ウェイト・トレーニング・シリーズ 13巻

(丸善)

最新・陸上競技の科学 10巻

(ベースボールマガジン社)

文学

万葉の海山 3巻(NHK

漢詩紀行 5巻(NHK)

Sixcen加riesofverse 16巻[英二吾版]

(日本レンタカラー)

その他

図書館の達人 3巻(日本図書館協会)

社会

JaP卯tod答 20巻[英語版]

(インターポイス)

F即oof ねP肌 23巻[英語版]

(インターポイス)

国会未来へのはばたき 1巻(朝日新聞社

日本国憲法誕生 3巻(NHK)

社会生活と法 15巻(放送大学)

日本解剖日本の戦後経済40年の歴史 1巻

(NH玲

日本解剖転換期の日本経済 1巻(NHK)

P.F.ドラッカー 21世紀の企業経営 9巻

(ダイヤモンド社)



「特別研究図書費」による購入図書資料りスト 1992年度

特別研究図書費は、部科別配分図書予算ではまかなえない高額の資料(図書および非図書)の収

集、現行の部科ごとの収集体制では選択され難いが共通利用が予測される資料の収集、資料の重複

の防止等を目的として設定され、共同利用の観点から、学術情報センター(図書館が収集の窓口

となって運用管理し、利用に供しています。

1992年度内に同図書費で購入した資料は次のとおりです。

このりストは、関西四私大(関西・関学・立命・同志社)が相互協力のため、同様の情報を交換

しあい、累積して冊のハンフレットにまとめております

Annual Reports of the Major American

Companies : The First Annual Report

t0 1985: Building Materials cement

26 Companies.マイクロフィルム[PFM 20]

Archiv fuer das civil-und criminalrecht der

Koeni部ichen preussischen Rheinprovinzen

[320;A司VOIS.1-111. Koeln,1820-1915

Aristotelian society for the systematic study of

[P]31;P]Philosophy : proceedings

Soh船上 V0玲.1-3 仏H poblished)

London 1888/89-1895/96

New series : VOIS.1-89

London 1900/01-1989

Supplementary volumes:VOIS.1-63

London 1918-]989

A C011ection of Fine Books on The olympic

Sports and The olympic Moveme址

The Daily Mail. May1896-october1942

319リールの内154リールマイクロフィルム

[PFM 59]

Bibliotheca shakespeariana

Unit 3: shakespearian society

and lnstitutions

Unit 4: Music ; songu and Ba11ad

in shakespeare'S Time

Unit 22: shakespeare on the

Stage,1820-1980

Unit 28: Religious, Legal and

Political Thought

マイクロフィッシュ[FF 4]

大日本農會報告

1号(明治14年)

大日本農會報

134号(明治25年)

農業

626号(昭和 8年)

133号(明治25年)

[P610.1;D]

Census of lndia Reports,1872-1951

マイクロフィッシュ[FF 19]

Records of the Kennedy Administration,

1961-1963

Civil Law l France : A Basic c011ection

マイクロフィッシュ[FF 20]

625号(昭和 7年)

[P610.1;D]

957号(昭和39年)

[P610.];D]

Revue des Deux Mondes

SeneS 11-14 (1901-1944)

and continued as : YearS 1948-1971

and continued as : NouveⅡ Revue

des Deux Mondes.YearS 1972-1987

464 VOIS

マイクロフィルム[FM 60]

The Times (London). YearS 1909-1920

マイクロフィルム[PFM U

Zinzendorf, Nikolaus Ludwig von,

Schrift印

(18世紀オース

[P0郭;R4]

13 -

[198.41;Z]

トリア宗教家ツィンッエンドルフ主著集)



<お知らせ>

◆オンライン目録検索システムが稼動
「DOORS」で親しまれているオンライン目録検索システムが、 1993年4月より新しくなりま

した。本号でもご紹介いたしておりますように、ラーネッド記念図書館と今出川校地図書館の書

誌データベースが統合されるなど、多くの点を改善して、利用者のみなさんが使い易いものにい

たしましたので、大いにご利用ください

◆学術情報センター利用説明会
学術情報センターでは、各種の利用説明会を開催いたしております。

通常は利用者が入庫できない今出川校地図書館の閉架書庫の入庫説明会や書庫見学、オンライ

ン目録検索説明会などを適宜実施いたしております詳細は掲示板等でお知らせいたします。

,十算機室では、コンピュータ講習会を開催いたします日程等は、決定次第、計算機室掲示板

てお知らせいたしますふるってご参加ください

◆ラーネッド記念図書館の開館時間変更
6月21日網)~ 7月22日休)の間、ラーネッド記念図書館の開館時間を次のとおり延長いたします

今出川校地図書館や、両校地の視聴覚室と計算機室は平常どおりです詳細は、各施

設の掲示板をご覧ください

夏期休暇中の変更につきましては、追って掲示板等でお知らせいたします

月~金曜日

士曜日

1階

9:00 ~ 19:00

9:00

同志社大学学術情報センター報 NO.5

編集・発行同志社大学学術情報センター

〒602 京都市上京区今出川通鳥丸東入合075-251-3960

17:00

2 ・ 3 1砦

9:00

9:00

18:00

16:00

1993年5月20日発行


